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学 位 論 文 内 容 の 要 旨  
緒言   
唾液腺腫瘍は頭頸部腫瘍の約5％を占め、良性では多形性腺腫が最も多く、次  

















皮癌が7例（7名）、腺様嚢胞癌が5例（5名）であった。   
撮像は、1．5テスラ・ユニット（Magnetomvision、シーメンス社）を使用した。  
スピンエコー・シーケンスで撮像したTl強調像とT2強調像において、病変の最  










CImax300の時間とした。Washout ratio（WR）は、造影剤の排出の割合を示し、  
WR300とWR600は、それぞれ300秒、600秒経過時の造影剤の排出の割合である。  
上記パラメーターを各腫瘍間において検討を行った。   
結果   
DCE－MRIの各パラメーターから得られた結果は以下のとおりである。  
Tmax   CImax   WR300   WR600   
多形性腺腫とワルチン腫瘍  P＜0．0001   P＝0．6187   P＜0．0001  
ワルチン腫瘍と悪性腫瘍  P＝0．0004898  P＝0．07521   P＜0．0001  
















あった。   





別の診断基準を得ることを目的としているこ   
本研究で用いられたI）CE－MRIは、通常使用される裸像時間が30秒から45秒と長いス  
ピンエコー・シーケンスを使用せず、より高速な15秒間隔の3D・FISPシーケンスが用い  
られている。 造影効果の割合を表すcontrastindex（CI）が計測され、CIをプロットす  
ることにより、経時的な造影効果を示すCIカープが作成されている。CIカープの特徴を  
得るため、造影後のCIの最大値（CImax）、CIの最大値を示した時間（Tmax）、造影  











I）CE・MRIを用いた唾液腺腫瘍の画像診断を発展させた研究であった。   
これらの結果は、術前検査として唾液腺腫瘍の組織型を鑑別する上で価値ある研究業  
績であり、よって申請者は博士（歯学）の学位を得る資格があると認める。   
